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多様性を受け入れるオープンソースの強化

Red Hat では、コード、ドキュメント、Web プロパティーにおける配慮に欠ける用語の置き換えに取り
組んでいます。まずは、マスター (master)、スレーブ (slave)、ブラックリスト (blacklist)、ホワイトリ
スト (whitelist) の 4 つの用語の置き換えから始めます。この取り組みは膨大な作業を要するため、今後
の複数のリリースで段階的に用語の置き換えを実施して参ります。詳細は、Red Hat CTO である Chris
Wright のメッセージ をご覧ください。

多様性を受け入れるオープンソースの強化
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RED HAT ドキュメントへのフィードバック (英語のみ)
このドキュメントを改善するための提案がある場合、またはエラーを見つけた場合は、テクニカルサ
ポート (https://access.redhat.com) に連絡し、docs-product コンポーネントを使用して Ansible
Automation Platform Jira プロジェクトで Issue を作成してください。
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第1章 ANSIBLE AUTOMATION PLATFORM のコンテナー化され
たインストール

Ansible Automation Platform は、Ansible を装備した環境に、制御、ナレッジ、委譲の機能を追加し
て、チームが複雑かつ複数層のデプロイメントを管理できるように支援する商用サービスです。

このガイドは、Ansible Automation Platform の新しいコンテナー化されたバージョンのインストール要
件とプロセスを理解するのに役立ちます。この初期バージョンは Ansible Automation Platform 2.4 に基
づいており、テクニカルプレビューとしてリリースされています。テクニカルプレビューの内容を理解
するには、テクノロジプレビュー機能のサポート範囲 を参照してください。

前提条件

RHEL 9.2 ベースのホスト。最小限の OS ベースのインストールを推奨します。

sudo または他の Ansible でサポートされる権限昇格 (sudo を推奨) のある RHEL ホストの非
root ユーザー。このユーザーは、コンテナー化された Ansible Automation Platform のインス
トールを実行します。

非 root ユーザーには、SSH 公開キー認証 をセットアップすることを推奨しています。非 root
ユーザーの SSH 公開キー認証のセットアップに関するガイドラインについては、How to
configure SSH public key authentication for passwordless login を参照してください。

SSH キーは、リモートホストにインストールする場合にのみ必要です。自己完結型のローカル
VM ベースのインストールを行う場合は、例のように SSH を必要としない
ansible_connection: local を使用できます。

デフォルトのオンラインインストール方法を使用する場合は、RHEL ホストからのインター
ネットアクセスが必要です。

1.1. システム要件

コンテナー化された Red Hat Ansible Automation Platform をインストールして実行するには、お使い
のシステムが以下の最小システム要件を満たしている必要があります。

メモリー 16Gb RAM

CPU 4 CPU

ディスク容量 40 GB

ディスク IOP 1500

1.2. コンテナー化されたインストールのための RHEL ホストの準備

手順

コンテナー化された Ansible Automation Platform は、RHEL ホスト上でコンポーネントサービスを
Podman ベースのコンテナーとして実行します。基盤となるホストの準備が完了すると、インストー
ラーがこれを処理します。以下の手順に従ってください。

第1章 ANSIBLE AUTOMATION PLATFORM のコンテナー化されたインストール
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1. RHEL ホストに非 root ユーザーとしてログインします。

2. dnf repolist を実行して、BaseOS と appstream リポジトリーのみがホスト上でセットアップ
され、有効になっていることを検証します。

$ dnf repolist
Updating Subscription Management repositories.
repo id                                                    repo name
rhel-9-for-x86_64-appstream-rpms                           Red Hat Enterprise Linux 9 for x86_64 - 
AppStream (RPMs)
rhel-9-for-x86_64-baseos-rpms                              Red Hat Enterprise Linux 9 for x86_64 - 
BaseOS (RPMs)

3. これらのリポジトリーのみがホスト OS で利用可能であることを確認してください。確認方法
の詳細は、第 10 章 カスタムソフトウェアリポジトリーの管理  を参照してください。

4. ホストに DNS が設定されており、完全修飾ドメイン名 (FQDN) を使用してホスト名と IP を解
決できることを確認してください。これは、サービスが相互に通信できるようにするために不
可欠です。

unbound DNS の使用

unbound DNS を設定するには、第 2 章 unbound DNS サーバーのセットアップ  を参照してください。

BIND DNS の使用

BIND を使用して DNS を設定するには、第 1 章 BIND DNS サーバーのセットアップおよび設定  を参照
してください。

任意

インストーラーが Ansible Automation Platform サブスクリプションのマニフェストライセンスを自動
的に取得して適用できるようにするには、インストーラー用にダウンロードできるマニフェストファイ
ルを生成します。詳細は、第 2 章 マニフェストファイルの取得  を参照してください。

1.3. ANSIBLE-CORE のインストール

手順

1. ansible-core およびその他のツールをインストールします。

sudo dnf install -y ansible-core wget git rsync

2. 完全修飾ホスト名を設定します。

sudo hostnamectl set-hostname your-FQDN-hostname

1.4. ANSIBLE AUTOMATION PLATFORM のダウンロード

手順

1. 最新のインストーラー tarball を access.redhat.com からダウンロードします。これは RHEL ホ
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1. 最新のインストーラー tarball を access.redhat.com からダウンロードします。これは RHEL ホ
スト内で直接実行できるため、時間を節約できます。

2. tarball とオプションのマニフェスト zip ファイルをラップトップにダウンロードした場合は、
それらを RHEL ホストにコピーします。
インストーラーをファイルシステム上のどこに配置するかを決定します。インストール関連の
ファイルはこの場所に作成され、初回インストールには少なくとも 10GB が必要です。

3. インストーラーの tarball をインストールディレクトリーに展開し、展開されたディレクトリー
に移動します。

a. オンラインインストーラー

$ tar xfvz ansible-automation-platform-containerized-setup-2.4-2.tar.gz

b. バンドルのインストーラー

$ tar xfvz ansible-automation-platform-containerized-setup-bundle-2.4-2-<arch 
name>.tar.gz

1.5. コンテナー化された ANSIBLE AUTOMATION PLATFORM のポストイ
ンストール機能の使用

コンテナー化された Ansible Automation Platform の実験的なポストインストーラー機能を使用して、
初回インストール中に設定を定義してロードします。これは configuration-as-code アプローチを使用
しており、この場合、単純な YAML ファイルとしてロードされるように設定を定義するだけになりま
す。

1. このオプション機能を使用するには、インベントリーファイル内にある以下の vars のコメント
を解除する必要があります。

controller_postinstall=true

2. デフォルトは false であるため、ポストインストーラーをアクティブ化するにはこれを有効にす
る必要があります。この機能を使用するには Ansible Automation Platform ライセンスが必要で
す。このライセンスは、自動的にロードできるようにローカルファイルシステム上に配置する
必要があります。

controller_license_file=/full_path_to/manifest_file.zip

3. Git ベースのリポジトリーから、configuration-as-code をプルできます。これを行うには、次
の変数を設定して、コンテンツの取得元と、Ansible Automation Platform コントローラーに
アップロードするためにコンテンツを保存する場所を指定します。

controller_postinstall_repo_url=https://your_cac_scm_repo
controller_postinstall_dir=/full_path_to_where_you_want_the pulled_content_to_reside

4. controller_postinstall_repo_url 変数を使用すると、認証情報を含める必要がある postinstall リ
ポジトリーの URL を定義できます。

http(s)://<host>/<repo>.git (public repository without http(s) authentication)
http(s)://<user>:<password>@<host>:<repo>.git (private repository with http(s) 
authentication)

第1章 ANSIBLE AUTOMATION PLATFORM のコンテナー化されたインストール
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git@<host>:<repo>.git (public/private repository with ssh authentication)

注記

ssh ベースの認証を使用する場合、インストーラーは何も設定しないため、イン
ストーラーノードですべてを設定する必要があります。

定義ファイルは infra 認定コレクション を使用します。controller_configuration コレクションは、イン
ストールの一部としてプレインストールされており、インベントリーファイルで指定されたインストー
ルコントローラーの認証情報を使用して Ansible Automation Platform コントローラーにアクセスしま
す。ユーザーは YAML 設定ファイルを指定するだけで済みます。

認証情報、LDAP 設定、ユーザーとチーム、組織、プロジェクト、インベントリーとホスト、ジョブと
ワークフローテンプレートなどの Ansible Automation Platform 設定属性をセットアップできます。

以下の例は、コントローラージョブテンプレートを定義およびロードするサンプルの your-config.yml
ファイルを示しています。この例は、Ansible Automation Platform インストールで提供される事前に
ロードされたデモの例に対して加えられた簡単な変更を示しています。

/full_path_to_your_configuration_as_code/
├── controller
     └── job_templates.yml

controller_templates:
 - name: Demo Job Template
   execution_environment: Default execution environment
   instance_groups:
  - default
   inventory: Demo Inventory

1.6. コンテナー化された ANSIBLE AUTOMATION PLATFORM のインス
トール

Ansible Automation Platform のインストールは、インベントリーファイルによって制御されます。イン
ベントリーファイルは、使用および作成されるホストとコンテナー、コンポーネントの変数、およびイ
ンストールのカスタマイズに必要なその他の情報を定義します。

便宜上、サンプルのインベントリーファイルが提供されており、コピーおよび変更してすぐに使い始め
ることができます。

注記

インベントリーファイルには、デフォルトのデータベースはありません。インベント
リーファイルの指示に従って、内部で提供される postgres を選択するか、外部で管理お
よびサポートされる独自のデータベースオプションを指定するかを適切に選択する必要
があります。

< > プレースホルダーを特定の変数に置き換え、ニーズに応じて行のコメントを解除して、インベント
リーファイルを編集します。

# This is the AAP installer inventory file
# Please consult the docs if you're unsure what to add
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# For all optional variables please consult the included README.md

# This section is for your AAP Controller host(s)
# -------------------------------------------------
[automationcontroller]
fqdn_of_your_rhel_host ansible_connection=local

# This section is for your AAP Automation Hub host(s)
# -----------------------------------------------------
[automationhub]
fqdn_of_your_rhel_host ansible_connection=local

# This section is for your AAP EDA Controller host(s)
# -----------------------------------------------------
[automationeda]
fqdn_of_your_rhel_host ansible_connection=local

# This section is for your AAP Execution host(s)
# ------------------------------------------------
#[execution_nodes]
#fqdn_of_your_rhel_host

# This section is for the AAP database(s)
# -----------------------------------------
# Uncomment the lines below and amend appropriately if you want AAP to install and manage the 
postgres databases
# Leave commented out if you intend to use your own external database and just set appropriate 
_pg_hosts vars
# see mandatory sections under each AAP component
#[database]
#fqdn_of_your_rhel_host ansible_connection=local

[all:vars]

# Common variables needed for installation
# ----------------------------------------
postgresql_admin_username=postgres
postgresql_admin_password=<set your own>
# If using the online (non-bundled) installer, you need to set RHN registry credentials
registry_username=<your RHN username>
registry_password=<your RHN password>
# If using the bundled installer, you need to alter defaults by using:
#bundle_install=true
# The bundle directory must include /bundle in the path
#bundle_dir=<full path to the bundle directory>
# To add more decision environment images you need to set the de_extra_images variable
#de_extra_images=[{'name': 'Custom decision environment', 'image': 
'<registry>/<namespace>/<image>:<tag>'}]
# To add more execution environment images you need to set the ee_extra_images variable
#ee_extra_images=[{'name': 'Custom execution environment', 'image': 
'<registry>/<namespace>/<image>:<tag>'}]
# To use custom TLS CA certificate/key you need to set these variables
#ca_tls_cert=<full path to your TLS CA certificate file>
#ca_tls_key=<full path to your TLS CA key file>

# AAP Database - optional

第1章 ANSIBLE AUTOMATION PLATFORM のコンテナー化されたインストール
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# --------------------------
# To use custom TLS certificate/key you need to set these variables
#postgresql_tls_cert=<full path to your TLS certificate file>
#postgresql_tls_key=<full path to your TLS key file>

# AAP Controller - mandatory
# --------------------------
controller_admin_password=<set your own>
controller_pg_host=fqdn_of_your_rhel_host
controller_pg_password=<set your own>

# AAP Controller - optional
# -------------------------
# To use the postinstall feature you need to set these variables
#controller_postinstall=true
#controller_license_file=<full path to your manifest .zip file>
#controller_postinstall_dir=<full path to your config-as-code directory>
# When using config-as-code in a git repository
#controller_postinstall_repo_url=<url to your config-as-code git repository>
#controller_postinstall_repo_ref=main
# To use custom TLS certificate/key you need to set these variables
#controller_tls_cert=<full path to your TLS certificate file>
#controller_tls_key=<full path to your TLS key file>

# AAP Automation Hub - mandatory
# ------------------------------
hub_admin_password=<set your own>
hub_pg_host=fqdn_of_your_rhel_host
hub_pg_password=<set your own>

# AAP Automation Hub - optional
# -----------------------------
# To use the postinstall feature you need to set these variables
#hub_postinstall=true
#hub_postinstall_dir=<full path to your config-as-code directory>
# When using config-as-code in a git repository
#hub_postinstall_repo_url=<url to your config-as-code git repository>
#hub_postinstall_repo_ref=main
# To customize the number of worker containers
#hub_workers=2
# To use the collection signing feature you need to set these variables
#hub_collection_signing=true
#hub_collection_signing_key=<full path to your gpg key file>
# To use the container signing feature you need to set these variables
#hub_container_signing=true
#hub_container_signing_key=<full path to your gpg key file>
# To use custom TLS certificate/key you need to set these variables
#hub_tls_cert=<full path to your TLS certificate file>
#hub_tls_key=<full path to your TLS key file>

# AAP EDA Controller - mandatory
# ------------------------------
eda_admin_password=<set your own>
eda_pg_host=fqdn_of_your_rhel_host
eda_pg_password=<set your own>
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# AAP EDA Controller - optional
# -----------------------------
# When using an external controller node unmanaged by the installer.
#controller_main_url=https://fqdn_of_your_rhel_host
# To customize the number of default/activation worker containers
#eda_workers=2
#eda_activation_workers=2
# To use custom TLS certificate/key you need to set these variables
#eda_tls_cert=<full path to your TLS certificate file>
#eda_tls_key=<full path to your TLS key file>

# AAP Execution Nodes - optional
# -----------------------------
#receptor_port=27199
#receptor_protocol=tcp
# To use custom TLS certificate/key you need to set these variables
#receptor_tls_cert=<full path to your TLS certificate file>
#receptor_tls_key=<full path to your TLS key file>
# To use custom RSA key pair you need to set these variables
#receptor_signing_private_key=<full path to your RSA private key file>
#receptor_signing_public_key=<full path to your RSA public key file>

以下のコマンドを使用して、コンテナー化された Ansible Automation Platform をインストールしま
す。

ansible-playbook -i inventory ansible.containerized_installer.install

注記

If your privilege escalation requires a password to be entered, append *-K* to the 
command line. You will then be prompted for the *BECOME* password.

最大 4 つの v (-vvvv) まで詳細度を上げて、インストールプロセスの詳細を表示できます。

注記

これによりインストール時間が大幅に長くなる可能性があるため、必要な場合または
Red Hat サポートからリクエストされた場合にのみ使用することを推奨します。

1.7. AUTOMATION CONTROLLER、AUTOMATION HUB、EVENT-
DRIVEN ANSIBLE CONTROLLER へのアクセス

インストールが完了すると、以下がデフォルトのプロトコルとポートとして使用されます。

HTTP/https プロトコル

Automation Controller 用のポート 8080/8443

Automation Hub 用のポート 8081/8444

Event-Driven Ansible Controller 用のポート 445

これらは変更可能です。詳細は、README.md を参照してください。ポートの競合またはその他の要因
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これらは変更可能です。詳細は、README.md を参照してください。ポートの競合またはその他の要因
によりデフォルトを変更する必要がない限り、デフォルトのままにすることを推奨します。

Automation Controller UI へのアクセス

Automation Controller UI は、デフォルトで以下の場所から利用できます。

https://<your_rhel_host>:8443

controller_admin_password 用に作成したパスワードを使用して、管理者ユーザーとしてログインしま
す。

インストールの一部としてライセンスマニフェストを指定した場合は、Ansible Automation Platform
ダッシュボードが表示されます。ライセンスファイルを指定しなかった場合は、サブスクリプション 画
面が表示されるので、ライセンスの詳細を指定する必要があります。詳細は、第 1 章Red Hat Ansible
Automation Platform のアクティブ化 を参照してください。

Automation Hub UI へのアクセス

Automation Hub UI は、デフォルトで以下の場所から利用できます。

https://<hub node>:8444

hub_admin_password 用に作成したパスワードを使用して、管理者ユーザーとしてログインします。

Event-Driven Ansible UI へのアクセス

Event-Driven Ansible UI は、デフォルトで以下の場所から入手できます。

https://<eda node>:8445

eda_admin_password 用に作成したパスワードを使用して、管理者ユーザーとしてログインします。

1.8. カスタム TLS 証明書の使用

デフォルトでは、インストーラーはカスタム認証局 (CA) によって署名されたすべてのサービスの TLS
証明書とキーを生成します。サービスごとにカスタム TLS 証明書/キーを指定できます。その証明書が
カスタム CA によって署名されている場合は、CA TLS 証明書とキーを指定する必要があります。

認証局

ca_tls_cert=/full/path/to/tls/certificate
ca_tls_key=/full/path/to/tls/key

Automation Controller

controller_tls_cert=/full/path/to/tls/certificate
controller_tls_key=/full/path/to/tls/key

Automation Hub

hub_tls_cert=/full/path/to/tls/certificate
hub_tls_key=/full/path/to/tls/key

Red Hat Ansible Automation Platform 2.4 コンテナー化された Ansible Automation Platform のインストールガイド
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Automation EDA

eda_tls_cert=/full/path/to/tls/certificate
eda_tls_key=/full/path/to/tls/key

Postgresql

postgresql_tls_cert=/full/path/to/tls/certificate
postgresql_tls_key=/full/path/to/tls/key

receptor

receptor_tls_cert=/full/path/to/tls/certificate
receptor_tls_key=/full/path/to/tls/key

1.9. カスタム RECEPTOR 署名キーの使用

ceptor_disable_signing=true が設定されていない限り、receptor 署名がデフォルトで有効になり、
RSA キーペア (パブリック/プライベート) がインストーラーによって生成されます。ただし、path 変数
を設定することで、カスタムの RSA 公開鍵/秘密鍵を指定できます。

receptor_signing_private_key=/full/path/to/private/key
receptor_signing_public_key=/full/path/to/public/key

1.10. AUTOMATION HUB コレクションとコンテナー署名の有効化

Automation Hub を使用すると、ansible コレクションとコンテナーイメージに署名できます。この機能
はデフォルトでは有効になっていないため、GPG キーを指定する必要があります。

hub_collection_signing=true
hub_collection_signing_key=/full/path/to/collections/gpg/key
hub_container_signing=true
hub_container_signing_key=/full/path/to/containers/gpg/key

GPG キーがパスフレーズで保護されている場合は、パスフレーズを指定する必要があります。

hub_collection_signing_pass=<collections gpg key passphrase>
hub_container_signing_pass=<containers gpg key passphrase>

1.11. 実行ノードの追加

コンテナー化されたインストーラーは、リモート実行ノードをデプロイできます。これは、ansible イ
ンベントリーファイルの execution_nodes グループによって処理されます。

[execution_nodes]
fqdn_of_your_execution_host

実行ノードは、デフォルトでは、ポート 27199 (TCP) で実行される実行タイプとして設定されます。こ
れは、以下の変数で変更できます。
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receptor_port=27199

receptor_protocol=tcp

receptor_type=hop

receptor タイプの値は、プロトコルが TCP または UDP のいずれかですが、実行またはホップのいず
れかになります。デフォルトでは、execution_nodes グループのノードはコントローラーノードのピ
アとして追加されます。ただし、receptor_peers 変数を使用してピア設定を変更できます。

[execution_nodes]
fqdn_of_your_execution_host
fqdn_of_your_hop_host receptor_type=hop receptor_peers=’[“fqdn_of_your_execution_host”]’

1.12. コンテナー化された ANSIBLE AUTOMATION PLATFORM のアンイン
ストール

コンテナー化されたデプロイメントをアンインストールするには、uninstall.yml Playbook を実行しま
す。

$ ansible-playbook -i inventory ansible.containerized_installer.uninstall

これにより、すべての systemd ユニットとコンテナーが停止され、コンテナー化されたインストーラー
が使用する以下のようなリソースがすべて削除されます。

config およびデータのディレクトリー/ファイル

systemd ユニットファイル

podman のコンテナーとイメージ

RPM パッケージ

コンテナーイメージを保持するには、container_keep_images 変数を true に設定します。

$ ansible-playbook -i inventory ansible.containerized_installer.uninstall -e 
container_keep_images=true

postgresql データベースを保持するには、postgresql_keep_databases 変数を true に設定します。

$ ansible-playbook -i </path/to/inventory> ansible.containerized_installer.uninstall -e 
postgresql_keep_databases=true

注記

自動生成されるものではなく、同じ django 秘密鍵値を使用する必要があります。

Red Hat Ansible Automation Platform 2.4 コンテナー化された Ansible Automation Platform のインストールガイド
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